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【緒言】
現在歯科臨床 においては様々な漂 白剤が用い られているが, その組成がそれぞれ異な
るため, エナメル質表層に与える影響 も異なることが考え られ る. しか し,漂 白剤の
種類がェナメル質表層にどのよ うな影響を与えるか, さらにその表面に接着操作を行っ
た場合,表面性状の変化が接着強 さに影響を与えるか どうか とい うことに関 してはあま
り報告がない,そこで本研究は, まず各種漂 白剤 を用いてエナメル質の表面性状に及ぼ
す影響 を検討 し,次いで漂 白剤の残存成分による影響が最 も強 く現れると考えられる漂
白直後のコンポジッ トレジンの接着性に及ぼす影響を検討 した｡さらに,漂 白後2週間の
水中保管および還元処理がコンポジッ トレジンの接着性に及ぼす影響についても検討 し
た｡ なお, コンポジッ トレジンのエナメル質-の接着はェ ッチングによる前処理が推奨
されているため,エ ッチングの有無も含めて検討を行 った｡
【方法】
齢蝕のない ヒ ト抜去前歯および漂 白剤 として松風ハイライ ト(以下HL), ビレーネ (以
下PY),松風-イ ライ ト シェー ドア ップ(以下SU)の3種類を使用 して以下の実験を行 っ
た.
実験1.各種漂 白剤処理後のエナメル質表層における表面性状の観察
表面性状観察用の試料を作製 し,漂 白操作は各メーカーの指示に従い行った.漂 白前
および漂 白処理後の試料について,Knoop硬 さの測定,原子間力顕微鏡 (以下AFM)によ
る形態観察,表面粗 さの測定, 走査電子顕微鏡 (以下SEM)による形態観察を行った.
実験2･ 各種漂 白剤処理後の未研 削エナメル質-のコンポジッ トレジンの接着性の検討
漂 白処理 を行わないControl群 と各漂 白処理群の4群に分 け, さらに漂 白処理群は漂 白直
後に接着操作を行 うもの (以下Oh群),漂 白後2週間水中保管を行った後に接着操作を行 う
もの (以下2W群),漂 白直後 に10分間10wt%アスコル ビン酸ナ トリウム水溶硬に浸潰 した
後に接着操作を行 うもの (以下SA群)に分類 した一 これ らをエ ッチング操作の有無 (以下
E(+),E(-)) に分け,CLEARFILMEGABONDを用いて接着試料体 を作製 し微小引張接着強
さを測定 した･微小引張試験後の破断試料および接着界面観察用に作製 した試料は,SE
Mを用いて観察 した.
【結果】
実験 1.
漂白前後のエナメル質のKnoop硬さでは,HLは漂白前後で有意差を認めなかったが,pY,SUは漂白
後のKnoop硬さが有意に低かった.AFMによる形態観察では,漂白後は全ての漂白剤でわずかに表面
が粗造となる傾向が認められた.表面粗さを表すRa値は,HLは漂白前後で有意差を認めなかったが,
PY,SUは漂白後でRa値が有意に高かった.SEMによる形態観察では,Controlはエナメル小柱が認め
られないが,漂白処理を行ったものではエナメル小柱が認められた.
実験2.
各種漂白剤処理後の微小引張接着強さは,E(-)におけるControlとの比較では,HLは漂白前後でい
ずれの実験群においても接着強さに有意差を認めなかった.PY,SUで接着強さが有意に低く,2W群,
SA群ではControlと同等あるいは高い値を示した.E(+)においては,HLはControlと比較し漂白前後
でいずれの実験群においても接着強さに有意差を認めなかった.PY,SUは Oh群で有意に接着強さが
低かったが2W群およびSA群では有意差を認めなかった.
破断面形態の分析では,E(-)のOh群においてPY,SUで界面破壊が多く認められた.E(+)では混合破
壊が多いものの,E(-)と比較しエナメル質凝集破壊も多く認められた.
接着界面の観察からE(-)では,PYのOh群およびSA群,sUの2W群およびSA群でレジンタグの形成
がわずかに認められた.E(+)では全てにレジンタグの形成が認められた.
【考察 ･まとめ】
表面粗さの増加およびKnoop硬さの減少が認められたPY,SUば,漂白剤中の有効過酸化水素濃度が
低く,PYは光触媒としてTi02が配合されていること,SUは作用時間が 1680分と長いことが,変化の
認められなかった HLとの相違点として挙げられる.漂白によりエナメル質が粗造になる原因は,OH
ラジカルの酸化作用によって歯質表層のCaとPが溶出するためと考えられており,漂白剤の種類によ
ってOHラジカルの発生機序や発生量,エナメル質-の作用方法,作用時間の違いがあるため,複数の
要因によって表面粗さの増加やKnoop硬さの減少が生じたと考えられる.また,表面性状に変化が認
められたPY,SUは,漂白直後の接着強さがControlと比較して有意に低かった.破断面形態の分析か
ら界面破壊が増加したこと,ならびに2週間の水中保管および還元剤を用いた場合接着強さが低くな
らなかったことから,漂白直後は漂白によって生じたOHラジカルがコンポジットレジンの重合を阻害
したことが考えられ,そのため接着強さが低くなったと考えられた.
本研究から,低濃度過酸化水素 ･尿素を主成分とする漂白剤においてエナメル質の表面粗さが増加
し,Knoop硬さが低くなることが明らかとなった.また,表面性状に変化が認められた漂白剤におい
ては, 漂白直後の接着強さが低くなり,2週間の水中保管および還元剤を用いることが漂白直後のレ
ジンの接着性の改善に有効な手段であることが示された.
